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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期

第３四半期連結
累計期間

第10期
第３四半期連結

累計期間
第９期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （百万円） 138,841 169,638 192,767

経常利益 （百万円） 18,266 29,302 23,440

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 15,246 20,300 19,763

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 15,604 20,935 20,255

純資産額 （百万円） 105,213 124,329 109,864

総資産額 （百万円） 191,678 177,658 193,945

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 90.57 115.76 117.40

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） 86.49 112.57 111.49

自己資本比率 （％） 54.88 69.98 56.64

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 7,297 35,510 18,019

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △15,987 △18,634 △19,725

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △239 △6,749 △333

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 38,144 55,928 45,136

 

回次
第９期

第３四半期連結
会計期間

第10期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

自　2023年10月１日
至　2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 31.09 28.12

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．2024年１月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更

があった事項は、次のとおりであります。

　2023年７月に株式会社日本政策投資銀行、富士通株式会社、パナソニックホールディングス株式会社は、当社普通

株式の所有株式全てを売却したため、前事業年度の有価証券報告書に記載した「（26）大株主との関係について」は

消滅しております。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）における世界経済は、ロシアによるウ

クライナ侵攻長期化や中東情勢緊迫化等により国際情勢が一段と不安定化したことで減速傾向が継続しました。ま

た、中国を除き、需給逼迫による物価上昇圧力が根強いことや、欧米を中心に政策金利が高止まりしていること

が、経済活動を下押しする結果になりました。このように、世界を取り巻く経済環境は不確実性が高い状況が継続

しており、過去と比べても低い成長率にとどまっています。各地域の金融政策の違い等により円相場は円安が続き

ました。

 

　半導体市場においては、2023年後半になると、生成ＡＩの普及に伴うロジックＩＣの需要が急増するとともに、

メモリーやマイクロプロセッサーなどの需要も改善し、市場は回復の兆しが見えつつあります。また、地域別に見

ても、2023年後半から米国及び中国を中心に需要が改善しつつあり、2022年後半から１年近く続いた世界的な半導

体市場のマイナス成長から緩やかに回復に向かう傾向にあります。また、これまで、スマートフォン、ＰＣ、コン

シューマ製品等の最終製品の需要低迷に伴う在庫調整が続いていましたが、事務機器等でまだ弱含みな状況はある

ものの、全体的な最終製品の需要は改善されてきています。特に、自動運転支援システム（ＡＤＡＳ）／自動運転

（ＡＤ）やデータセンターなどで使用される最先端の技術を使用した半導体への需要はますます高まってきていま

す。

 

　このような市場環境において、当社グループは、2020年３月期以降、オートモーティブやデータセンター／ネッ

トワークなどの注力分野において、７ｎｍや５ｎｍなど最先端の製造プロセステクノロジーを使用した多くのカス

タムＳｏＣ商談を獲得してきていること、その一部において開発が完了し量産段階に移行していることから、特に

先端テクノロジーでの製品売上が増加し、売上水準の拡大に寄与しています。

　2023年10月には、「２ｎｍプロセスのマルチコアＣＰＵチップレット開発でＡｒｍ及びＴＳＭＣと協業」や「３

ｎｍ車載プロセスを採用した高度ＡＤＡＳ及び自動運転向けＳｏＣの開発に着手」を公表しました。今後は、２ｎ

ｍ以降の最先端プロセスノードやチップレット（ｄｉｅ-ｔｏ-ｄｉｅの相互接続や２．５Ｄ／３Ｄパッケージン

グ）の開発や設計開発へのＡＩ導入などにも取り組んでいきます。

 

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は169,638百万円（前年同期比22.2%増）となりました。製品売上

については、中国の５Ｇ基地局向け商談における特需が上期で終了したことや、中国のコンシューマ市場向けの製

品売上が弱含みではありますが、オートモーティブ、データセンター／ネットワーク、スマートデバイスなどの新

規商談の製品開発が完了し、量産段階に移行していることで、先端プロセスを中心に製品売上の増加に寄与しまし

た。また加えて、円安が続いていることも影響して製品売上は141,954百万円（前年同期比28.8%増）となりまし

た。ＮＲＥ売上については、先端プロセスを使用した開発案件が継続していることで前年同期と同水準で推移し、

27,110百万円（前年同期比1.8%減）となりました。
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[売上高]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

(自2022年４月１日

至2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自2023年４月１日

至2023年12月31日)

製品売上 110,240 141,954

ＮＲＥ売上 27,617 27,110

その他 984 574

売上高合計 138,841 169,638

 

　製品売上の拡大及び円安影響により売上原価は87,360百万円（前年同期比18.5%増）、先端プロセスを使用した開

発案件の増加及び円安影響により販売費及び一般管理費は54,334百万円（前年同期比12.4%増（うち開発費38,255百

万円（前年同期比7.7%増）））となり、営業利益は27,944百万円（前年同期比66.8%増）となりました。これに加

え、営業外の為替差益の発生により経常利益は29,302百万円（前年同期比60.4%増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は20,300百万円（前年同期比33.1%増）となりました。

　当第３四半期連結累計期間の米国ドルの平均為替レートは143.3円、前年同期比6.8円の円安となりました。

 

　なお、当社グループの事業セグメントは、ソリューションＳｏＣビジネスモデルで開発するＳｏＣを主とする単

一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりません。

 

(２）財政状態の状況

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は131,710百万円となり、前連結会計年度末に比べ24,357百万円減

少しました。これは主に、製品売上の拡大や顧客要望に基づく先行手配が減少したことで棚卸資産や未収入金が減

少したことによるものであります。一方で、現金及び預金は、法人税等の支払や配当金の支払はありましたが、ス

トック・オプションの権利行使による払込や、売掛金の回収が進んだこともあり増加しました。固定資産は45,948

百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,070百万円増加しました。主な設備投資は、獲得した商談の製品開発に係

るレチクルやＩＰマクロ等の取得に加え、開発規模拡大に伴うデータセンターの増強であります。

　この結果、総資産は177,658百万円となり、前連結会計年度末に比べ16,287百万円減少しました。

 

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は51,655百万円となり、前連結会計年度末に比べ30,683百万円減

少しました。これは主に、顧客要望に基づく先行手配が減少したことで買掛金や未払金が減少したことによるもの

であります。

　この結果、負債合計は53,329百万円となり、前連結会計年度末に比べ30,752百万円減少しました。

 

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は124,329百万円となり、前連結会計年度末から14,465百万円増

加しました。これは主に、剰余金の配当はあったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益20,300百万円の計上

により利益剰余金が増加したことや、ストック・オプションの権利行使による払込によるものであります。

　この結果、自己資本比率は69.98％となり、前連結会計年度末から13.34ポイント増加しております。
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(３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末より10,792百万円増加し、55,928

百万円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

　営業活動によるキャッシュ・フローは35,510百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利

益29,302百万円や、減価償却費9,532百万円に加え、売掛金回収が進んだことで売上債権が8,249百万円減少した一

方で、法人税等の支払額10,036百万円によるものであります。

 

　投資活動によるキャッシュ・フローは18,634百万円の支出となりました。これは主に、獲得した商談の製品開発

に係るレチクル、テストボード及び開発環境増設のための有形固定資産の取得による支出8,975百万円と、ＩＰマク

ロ等の無形固定資産の取得による支出9,664百万円によるものであります。

 

　財務活動によるキャッシュ・フローは6,749百万円の支出となりました。これは主に、ストックオプションの行使

による収入4,558百万円がある一方で、配当金の支払額11,160百万円によるものであります。

 

　当社は、コミットメントラインの借入枠を従来20,000百万円としておりましたが、世界景気の減速や地政学リス

クの更なる高まりなどによる売上変動リスクに対応するため、コミットメントラインの借入枠を2023年７月末から

半年間10,000百万円増額しております（全額未使用）。増額分については期日をもって解約となりますが、最新の

資金繰り予測で2024年２月以降はコミットメントライン20,000百万円で手元流動性は充分カバーできると判断して

おります。

 

(４）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(５）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(６）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(７）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、38,255百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(８）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの資本の財源及び資金の流動性についての分析に重要な変更

はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 134,600,000

計 134,600,000

（注）2023年10月31日開催の取締役会決議により、2024年１月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行可能株

式総数は538,400,000株増加し、673,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,647,656 178,238,280
東京証券取引所

プライム市場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。なお、単元

株式数は100株であ

ります。

計 35,647,656 178,238,280 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2024年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数

増減数
（株）

発行済株式総数
残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年10月１

日～

2023年12月31日

（注）１

80,890 35,647,656 97 32,552 97 32,552

（注）１．新株予約権の行使によるものであります。

２．2023年10月31日開催の取締役会決議により、2024年１月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を

行い、発行済株式総数は142,590,624株増加し、178,238,280株となっております。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

     2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  －  － －

議決権制限株式（自己株式等）  －  － －

議決権制限株式（その他）  －  － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100  － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 35,481,700  354,817

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 84,966  － －

発行済株式総数  35,566,766  － －

総株主の議決権  －  354,817 －

（注）１．「単元未満株式」には、当社所有の自己株式23株が含まれております。

２．2024年１月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。上記は、当該株式分割前の

株式数及び議決権の数を記載しております。

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式

総数に対す

る所有株式

数の割合

（％）

株式会社

ソシオネクスト

横浜市港北区新横浜

二丁目10番23
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）１．2023年12月31日現在の自己株式は、123株となっております。

２．2024年１月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。上記は、当該株式分割前の

株式数を記載しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 45,136 55,928

売掛金 40,809 34,243

製品 8,187 7,338

仕掛品 39,528 24,196

未収入金 16,209 2,054

その他 6,198 7,951

流動資産合計 156,067 131,710

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,583 2,456

機械及び装置（純額） 8 6

工具、器具及び備品（純額） 13,438 16,915

土地 800 800

建設仮勘定 351 380

有形固定資産合計 17,180 20,557

無形固定資産   

技術資産 11,494 16,381

その他 1,468 1,995

無形固定資産合計 12,962 18,376

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

繰延税金資産 6,897 6,106

その他 839 909

投資その他の資産合計 7,736 7,015

固定資産合計 37,878 45,948

資産合計 193,945 177,658

負債の部   

流動負債   

買掛金 23,421 16,550

未払金 24,551 8,323

未払費用 5,755 7,123

未払法人税等 6,942 4,565

有償支給に係る負債 18,869 11,926

その他 2,800 3,168

流動負債合計 82,338 51,655

固定負債   

資産除去債務 343 348

その他 1,400 1,326

固定負債合計 1,743 1,674

負債合計 84,081 53,329
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

純資産の部   

株主資本   

資本金 30,200 32,552

資本剰余金 30,200 32,552

利益剰余金 48,630 57,770

自己株式 - △2

株主資本合計 109,030 122,872

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 822 1,457

その他の包括利益累計額合計 822 1,457

新株予約権 12 -

純資産合計 109,864 124,329

負債純資産合計 193,945 177,658

 

EDINET提出書類

株式会社ソシオネクスト(E37978)

四半期報告書

11/22



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自2022年４月１日
至2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2023年４月１日
至2023年12月31日）

売上高 138,841 169,638

売上原価 73,752 87,360

売上総利益 65,089 82,278

販売費及び一般管理費 48,341 54,334

営業利益 16,748 27,944

営業外収益   

受取利息 76 247

為替差益 1,448 1,101

その他 17 58

営業外収益合計 1,541 1,406

営業外費用   

その他 23 48

営業外費用合計 23 48

経常利益 18,266 29,302

税金等調整前四半期純利益 18,266 29,302

法人税、住民税及び事業税 5,445 8,115

法人税等調整額 △2,425 887

法人税等合計 3,020 9,002

四半期純利益 15,246 20,300

親会社株主に帰属する四半期純利益 15,246 20,300
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自2022年４月１日
至2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2023年４月１日
至2023年12月31日）

四半期純利益 15,246 20,300

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 358 635

その他の包括利益合計 358 635

四半期包括利益 15,604 20,935

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 15,604 20,935
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自2022年４月１日
至2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2023年４月１日
至2023年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 18,266 29,302

減価償却費 8,745 9,532

受取利息及び受取配当金 △76 △247

固定資産除却損 1,076 696

固定資産売却損益（△は益） △15 -

売上債権の増減額（△は増加） △14,712 8,249

棚卸資産の増減額（△は増加） △29,324 16,182

仕入債務の増減額（△は減少） 12,925 △8,460

その他の資産の増減額（△は増加） △27,476 12,346

その他の負債の増減額（△は減少） 41,227 △21,787

その他 △204 △514

小計 10,432 45,299

利息及び配当金の受取額 76 247

法人税等の支払額 △3,211 △10,036

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,297 35,510

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,604 △8,975

無形固定資産の取得による支出 △5,414 △9,664

固定資産の売却による収入 15 -

その他 16 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,987 △18,634

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △239 △291

ストックオプションの行使による収入 - 4,558

株式引受権の行使による収入 - 146

自己株式の取得による支出 - △2

配当金の支払額 - △11,160

財務活動によるキャッシュ・フロー △239 △6,749

現金及び現金同等物に係る換算差額 802 665

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,127 10,792

現金及び現金同等物の期首残高 46,271 45,136

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 38,144 ※ 55,928
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

現金及び預金 38,144百万円 55,928百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 -百万円 -百万円

現金及び現金同等物 38,144百万円 55,928百万円

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当金(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月19日

取締役会
普通株式 7,070 210.00 2023年３月31日 2023年６月７日 利益剰余金

2023年10月31日

取締役会
普通株式 4,090 115.00 2023年９月30日 2023年11月28日 利益剰余金

（注）１株当たり配当金については、基準日が2023年９月30日であるため、2024年１月１日付の株式分割前の金額を

記載しております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

　当社グループの事業セグメントは、ソリューションＳｏＣビジネスモデルで開発するＳｏＣを主とする単一

セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

　当社グループの事業セグメントは、ソリューションＳｏＣビジネスモデルで開発するＳｏＣを主とする単一

セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載を行っておりません。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）
 

 
前第３四半期連結累計期間

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

製品売上 110,240 141,954

ＮＲＥ売上 27,617 27,110

その他 984 574

顧客との契約から生じる収益 138,841 169,638

外部顧客への売上高 138,841 169,638

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

当社グループは、半導体製品に関する研究、設計開発、製造、販売及びサービスを行っており、収益は主に

半導体製品の販売によるものであります。

製品売上については、製品の支配が顧客に移転したとき、すなわち、製品を顧客に引き渡した時点で、顧客

に製品の法的所有権、物理的占有、製品の所有に伴う重大なリスク及び経済価値が移転し、顧客から支払を

受ける権利を得るため、その時点で収益を認識しております。

ＮＲＥ売上については、顧客に製品開発の成果物を引き渡し、顧客が成果物を受領・評価等を確認した時点

で、顧客に重大なリスク及び経済価値が移転し、顧客から支払を受ける権利を得るため、その時点で収益を

認識しております。

これら製品売上及びＮＲＥ売上による収益は、顧客との契約にかかる取引価格で測定しております。

なお、取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりませ

ん。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自2022年４月１日
至2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自2023年４月１日
至2023年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 90円57銭 115円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 15,246 20,300

普通株主に帰属しない金額（百万円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
15,246 20,300

普通株式の期中平均株式数（株） 168,333,330 175,360,445

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 86円49銭 112円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百

万円）
- -

普通株式増加数（株） 7,948,580 4,968,858

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

- -

（注）2024年１月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、1株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益を算定しております。
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（重要な後発事象）

株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更

　当社は、2023年10月31日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を決議し、2024

年１月１日でその効力が発生しております。

 

１．株式分割の目的

　株式を分割することにより、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、投資家層の拡大と市場流動性の

向上を図ることを目的としております。

 

２．株式分割の概要

(1) 分割の方法

　2023年12月31日（日曜日）（同日は株主名簿管理人の休業日につき、実質は2023年12月29日（金曜日））を

基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式を、１株につき５株の割合

をもって分割しております。

 

(2) 分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 35,647,656株

今回の分割により増加する株式数 142,590,624株

株式分割後の発行済株式総数 178,238,280株

株式分割後の発行可能株式総数 673,000,000株

 

(3) 分割の日程

基準日公告日 2023年12月15日（金曜日）

基準日 2023年12月31日（日曜日）

効力発生日 2024年１月１日（月曜日）

 

３．１株当たり情報に及ぼす影響

　１株当たり情報に及ぼす影響は、四半期報告書に反映しております。

 

４．株式分割に伴う定款の一部変更

(1) 定款変更の理由

　今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2024年１月１日（月曜日）をもって、当社

定款第６条に定める発行可能株式総数を変更しております。

 

(2) 定款変更の内容

　変更の内容は以下のとおりです。

   （下線は変更部分を示す。）

現行定款 変更後

第６条（発行可能株式総数） 第６条（発行可能株式総数）

 
当会社の発行可能株式総数は、

134,600,000株とする。
 

当会社の発行可能株式総数は、

673,000,000株とする。

 

(3) 定款変更の日程

取締役会決議日 2023年10月31日（火曜日）

効力発生日 2024年１月１日（月曜日）

 

５．その他

　今回の株式分割に際して、当社の資本金の額の増減はありません。
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２【その他】

　2023年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額…………………4,090百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………115円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2023年11月28日

（注）１．2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

２．１株当たりの金額については、基準日が2023年９月30日であるため、2024年１月１日付の株式分割前の金

額を記載しております。
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第二部　【提出会社の保証会社等の情報】
　　　　　　　該当事項はありません
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月14日

株式会社ソシオネクスト

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 花藤　則保

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　晋一

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソシオ

ネクストの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソシオネクスト及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 
  

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は、当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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